
１　
は
じ
め
に

　

平
成
28
年
４
月
に
「
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進

に
関
す
る
法
律
」（
以
下
、
障
害
者
差
別
解
消
法
）
が
施
行
さ
れ
、

大
学
に
お
い
て
も
、
障
害
者
へ
の
「
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
」
及

び
「
合
理
的
配
慮
の
提
供
」
が
法
的
義
務
な
い
し
努
力
義
務
と
な

る
。
ま
た
、
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
の
調
査
に
よ
る

と
、
平
成
26
年
度
の
障
害
の
あ
る
学
生
の
大
学・

短
期
大
学・

高

等
専
門
学
校
に
お
け
る
在
籍
者
数
は
１
万
４
１
２
７
名
と
、
５
年

前
の
平
成
21
年
度
の
７
１
０
３
名
か
ら
倍
増
し
て
お
り
、
こ
の
傾

向
は
こ
れ
か
ら
も
続
い
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
（
表
１
参
照
）。
今

ま
さ
に
、
大
学
に
お
け
る
障
害
学
生
支
援
は
徹
底
し
て
取
り
組
む

べ
き
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
支
援
の
充
実
が
不

可
欠
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
障
害
者
差
別
解
消
法
に
基
づ
き
平
成
27
年
11
月
に

井
上 

諭
一
●
文
部
科
学
省
高
等
教
育
局
学
生・

留
学
生
課
長

障
害
者
差
別
解
消
法
と
大
学
に
求
め
ら
れ
る
対
応

表１　障害のある学生の在籍者数

（出典：平成26年度大学、短期大学及び高等専門学校における障害のある
学生の修学支援に関する実態調査（日本学生支援機構））　

その他発達障害病弱・虚弱
重複肢体不自由聴覚・言語障害視覚障害

5,444人

平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年

4,937人
5,404人 6,235人

7,103人

8,810人

10,236人

11,768人

13,449人
（各年5月1日現在）

14,127人

16,000人

14,000人

12,000人

10,000人

8,000人

6,000人

4,000人

2,000人

0人

662016.3　大学時報



文
部
科
学
省
が
定
め
た
私
立
大
学
等
を
対
象
に
し
た
「
対

応
指
針
」
の
作
成
の
経
緯
と
概
要
を
中
心
に
、
大
学
が

求
め
ら
れ
る
対
応
に
つ
い
て
述
べ
る
。
本
稿
が
各
大
学

に
お
け
る
障
害
学
生
支
援
の
た
め
の
取
組
を
推
進
す
る

参
考
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

２　
対
応
指
針
の
作
成
の
経
緯

　

障
害
者
差
別
解
消
法
の
第
11
条
に
お
い
て
は
、「
主
務

大
臣
は
（
中
略
）
事
業
者
が
適
切
に
対
応
す
る
た
め
に

必
要
な
指
針
（
以
下
「
対
応
指
針
」
と
い
う
。）
を
定
め

る
も
の
と
す
る
。」
と
さ
れ
て
い
る
。
文
部
科
学
省
に
お

い
て
は
、
同
法
の
施
行
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
私
立
大

学
を
は
じ
め
と
す
る
所
管
す
る
事
業
者
が
対
応
を
十
分

に
進
め
る
た
め
の
時
間
的
余
裕
が
あ
る
時
期
ま
で
に
、

対
応
指
針
を
作
成
す
べ
く
検
討
を
開
始
し
た
。

　

対
応
指
針
の
検
討
は
、
学
識
経
験
者
、
障
害
当
事
者・

支
援
団
体
等
か
ら
構
成
さ
れ
る
調
査
研
究
協
力
者
会
議

（
表
２
参
照
）
を
中
心
に
行
わ
れ
た
。
当
該
会
議
に
お
い

て
は
、
平
成
27
年
６・

７
月
に
関
係
団
体
へ
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
や
議
論
を
精
力
的
に
行
っ
た
。
高
等
教
育
に
お
け

る
障
害
者
支
援
の
分
野
か
ら
は
柏
倉
秀
克
日
本
福
祉
大

表２　障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律の実施に関する調査研究協力者会議

○�「障害者差別解消法」において、主務大臣は（私立大学等を含む）所管する事業者が適切に
対応するための「対応指針」の策定を義務付けられており、その際にはあらかじめ障害者そ
の他の関係者の意見を反映させるための必要な措置を講じなければならないとされている。
○�そのため、文部科学省において、所管する事業者のための対応指針の策定にあたり、障害者
その他関係者から構成される「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律の実施に関
する調査研究協力者会議」を開催。
○�会議は学識経験者、障害当事者・支援団体、都道府県・市町村、公・私立学校、文化・スポー
ツの各分野の関係者21名（ほかオブザーバ１名）で構成。
スケジュール
○６月17日　第１回会議（早稲田大学へのヒアリング等）
○６月30日　第２回会議（札幌学院大学へのヒアリング等）
○７月７日　第３回会議

○７月21日　第４回会議
○８月19日　パブリックコメント
　　　　　　（～９月17日）
○11月９日　対応指針を告示

協力者
　東　　重満：美晴幼稚園長
　阿部　謙策：葛飾区立梅田小学校長
　市川　宏伸：日本発達障害ネットワーク理事長
　大日方邦子：㈱電通パブリックリレーションズ
　　　　　　　シニア・コンサルタント、
　　　　　　　パラリンピアン
　笠原　陽子：神奈川県教育委員会教育監
◯柏倉　秀克：日本福祉大学教授
　神永　芳子：全国心臓病の子どもを守る会会長
　北住　映二：日本重症心身障害福祉協会理事
　木村　修二：武蔵野東小学校長
　工藤　正一：日本盲人会連合情報部長

　久保　厚子：全国手をつなぐ育成会連合会会長
　纐纈　政昭：岐阜県白川町教育長
　小中　栄一：全日本ろうあ連盟副理事長
　小宮　恭子：大田区立志茂田小学校長
　近藤　武夫：東京大学准教授
　柘植　雅義：筑波大学教授
　東條　裕志：全国ＬＤ親の会理事長
　本郷　　寛：東京藝術大学教授
　中澤　惠江：横浜訓盲学院学院長
◎宮崎　英憲：東洋大学参与
　横倉　　久：東京都立大塚ろう学校長
� 　◎主査、◯主査代理【50音順】

　（オブザーバー）藤本　裕人：（独）国立特別支援教育総合研究所教育支援部　上席総括研究員
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学
教
授
と
近
藤
武
夫
東
京
大
学
准
教
授
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
ま

た
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
は
本
田
恵
子
早
稲
田
大
学
教
授
と
松
川
敏
道
札

幌
学
院
大
学
准
教
授
に
ご
対
応
い
た
だ
い
た
。

　

会
議
の
メ
ン
バ
ー
が
さ
ま
ざ
ま
な
お
立
場
の
方
々
か
ら
構
成
さ

れ
て
い
る
の
に
加
え
、
文
部
科
学
省
の
所
管
分
野
が
初
等
中
等
教

育
、
高
等
教
育
、
生
涯
教
育
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
科
学
技
術
と

多
岐
に
渡
っ
て
い
る
た
め
、
議
論
は
非
常
に
広
範
囲
の
内
容
に
及

ん
だ
。
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
案
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
の

は
、
メ
ン
バ
ー
の
方
々
の
多
大
な
ご
協
力
の
賜
物
で
あ
っ
た
。

　

同
年
８・

９
月
に
は
、
こ
の
案
に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
を
募
集
し
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
11
月
に
対
応
指
針
の
告
示

に
至
っ
た
。

３　
対
応
指
針
の
概
要

　

対
応
指
針
の
記
載
事
項
は
、
平
成
27
年
２
月
に
閣
議
決
定
さ
れ

た
、「
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
基
本
方

針
」（
以
下
、
基
本
方
針
）
に
以
下
の
と
お
り
示
さ
れ
て
い
る
。
当

該
基
本
方
針
は
、
障
害
者
差
別
解
消
法
に
基
づ
き
、
政
府
の
障
害

者
施
策
の
総
合
的
か
つ
一
体
的
な
実
施
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え

方
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

○
趣
旨

○�

障
害
を
理
由
と
す
る
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
及
び
合
理
的
配

慮
の
基
本
的
な
考
え
方

○�

障
害
を
理
由
と
す
る
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
及
び
合
理
的
配

慮
の
具
体
例

○
事
業
者
に
お
け
る
相
談
体
制
の
整
備

○
事
業
者
に
お
け
る
研
修・

啓
発

○
国
の
行
政
機
関
（
主
務
大
臣
）
に
お
け
る
相
談
窓
口

　

文
部
科
学
省
で
は
、
こ
れ
ら
の
項
目
の
う
ち
、「
障
害
を
理
由
と

す
る
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
及
び
合
理
的
配
慮
の
具
体
例
」
に
相

当
す
る
部
分
を
別
紙
１
と
し
て
、
ま
た
、
高
等
教
育
段
階
を
含
む

分
野
別
の
留
意
点
を
別
紙
２
と
し
て
盛
り
込
み
、
対
応
指
針
を
作

成
し
た
。
以
下
に
、
記
載
事
項
別
に
対
応
指
針
の
主
な
内
容
（
趣

旨
）
を
記
載
す
る
。

　

第
１　

趣　

旨

・
�

対
応
指
針
が
対
象
と
す
る
事
業
者
と
は
、
商
業
そ
の
他
の
事

業
を
行
う
者
（
国
、
独
立
行
政
法
人
等
を
除
く
。）
で
あ
り
、

学
校
法
人
、
宗
教
法
人
等
を
含
む
。
ま
た
、
学
校
法
人
が
設

置
す
る
大
学
医
学
部
の
附
属
病
院
や
宗
教
法
人
が
設
置
す
る

博
物
館
等
も
対
象
と
な
る
。

・
�

障
害
者
差
別
解
消
に
向
け
た
取
組
は
自
主
的
に
行
わ
れ
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
が
、
差
別
解
消
法
に
反
し
た
取
扱
い
を
繰
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り
返
し
、
自
主
的
な
改
善
を
期
待
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る

場
合
な
ど
は
、
法
第
12
条
の
規
定
に
よ
り
、
文
部
科
学
大
臣

は
関
係
事
業
者
に
対
し
、
報
告
を
求
め
、
又
は
助
言
、
指
導

若
し
く
は
勧
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

第
２　

�

不
当
な
差
別
的
取
扱
い
及
び
合
理
的
配
慮
の
基
本
的
な

考
え
方

・
�

不
当
な
差
別
的
取
扱
い
に
関
し
て
、
そ
の
事
業
を
行
う
に
当

た
り
、
障
害
を
理
由
と
し
て
障
害
者
で
な
い
者
と
不
当
な
差

別
的
取
扱
い
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
障
害
者
の
権
利
利
益
を

侵
害
し
て
は
な
ら
な
い
。

・
�

合
理
的
配
慮
の
提
供
に
関
し
て
、
そ
の
事
業
を
行
う
に
当
た

り
、
障
害
者
か
ら
現
に
社
会
的
障
壁
の
除
去
を
必
要
と
し
て

い
る
旨
の
意
思
の
表
明
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
実

施
に
伴
う
負
担
が
過
重
で
な
い
と
き
は
、
障
害
者
の
権
利
利

益
を
侵
害
す
る
こ
と
と
な
ら
な
い
よ
う
、
社
会
的
障
壁
の
除

去
の
実
施
に
つ
い
て
必
要
か
つ
合
理
的
な
配
慮
を
す
る
よ
う

に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
同
種
の
事
業
が
行
政

機
関
と
事
業
者
の
双
方
で
行
わ
れ
る
場
合
に
は
、
事
業
の
類

似
性
を
踏
ま
え
つ
つ
、
事
業
主
体
（
大
学
に
お
い
て
は
国
公

私
立
の
別
）
の
違
い
も
考
慮
し
た
上
で
の
対
応
に
努
め
る
こ

と
が
望
ま
し
い
。

　

第
３　

関
係
事
業
者
に
お
け
る
相
談
体
制
の
整
備

・
�

障
害
者
、
そ
の
家
族
そ
の
他
関
係
者
か
ら
の
相
談
等
に
的
確

に
対
応
す
る
た
め
、
既
存
の
一
般
の
利
用
者
等
か
ら
の
相
談

窓
口
等
の
活
用
や
窓
口
の
開
設
に
よ
り
相
談
窓
口
を
整
備
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

・
�

相
談
時
の
配
慮
と
し
て
、
障
害
の
特
性
に
応
じ
た
多
様
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
や
情
報
提
供
手
段
を
用
意
し
て
対

応
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

・
�

実
際
の
相
談
事
例
に
つ
い
て
は
順
次
蓄
積
し
、
以
後
の
合
理

的
配
慮
の
提
供
等
に
活
用
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　

第
４　

関
係
事
業
者
に
お
け
る
研
修・

啓
発

　

研
修
等
を
通
じ
て
、
障
害
者
差
別
解
消
法
の
趣
旨
の
普
及
を

図
る
と
と
も
に
、
障
害
に
関
す
る
理
解
の
促
進
を
図
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

　

第
５　

文
部
科
学
省
所
管
事
業
分
野
に
係
る
相
談
窓
口

　

高
等
教
育
分
野
に
係
る
相
談
窓
口
は
高
等
教
育
局
学
生・

留

学
生
課
と
す
る
。

　

分
野
別
の
留
意
点

　
（
学
校
教
育
分
野　

総
論
）

・
�

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
教
育
基
本
法
に
お
い
て
「
障
害

の
あ
る
者
が
、
そ
の
障
害
の
状
態
に
応
じ
、
十
分
な
教
育
を
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受
け
ら
れ
る
よ
う
、
教
育
上
必
要
な
支
援
を
講
じ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
。

・
�

こ
の
教
育
基
本
法
に
よ
る
義
務
を
負
う
の
は
国
及
び
地
方
公

共
団
体
で
あ
る
が
、
障
害
者
基
本
法
及
び
障
害
者
差
別
解
消

法
の
理
念
を
踏
ま
え
、
学
校
教
育
を
行
う
事
業
者
に
お
い
て

も
、
平
成
24
年
度
に
高
等
教
育
局
が
開
催
し
た
「
障
が
い
の

あ
る
学
生
の
修
学
支
援
に
関
す
る
検
討
会
」（
表
３
参
照
）
等

に
よ
り
示
さ
れ
た
考
え
方
を
参
考
と
し
、
取
組
を
一
層
推
進

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
（
高
等
教
育
段
階
）

・

合
理
的
配
慮
に
関
す
る
留
意
点

　

①
機
会
の
確
保
、
②
情
報
公
開
、
③
決
定
過
程
、
④
教
育

方
法
等
、
⑤
支
援
体
制
、
⑥
施
設・

設
備
の
６
つ
の
項
目
に

整
理
。

・

合
理
的
配
慮
の
具
体
例

　

対
応
指
針
で
示
し
て
い
る
も
の
の
ほ
か
、
日
本
学
生
支
援

機
構
が
作
成
す
る
「
大
学
等
に
お
け
る
障
害
の
あ
る
学
生
へ

の
支
援・

配
慮
事
例
」（
表
４
参
照
）
や
「
教
職
員
の
た
め
の

障
害
学
生
修
学
支
援
ガ
イ
ド
」（
表
５
参
照
）
も
参
考
と
す
る

こ
と
が
効
果
的
で
あ
る
。

・

相
談
体
制
の
整
備
に
関
す
る
留
意
点

表３　障がいのある学生の修学支援に関する検討会

大学等における合理的配慮の対象範囲
○「学生」の範囲
大学等に入学を希望する者及び在籍する学生（科目等履修生・聴講生等、
研究生、留学生及び交流校からの交流に基づいて学ぶ学生等も含む）

○「障害のある学生」の範囲
障害及び社会的障壁により継続的に日常生活又は社会生活に相当な制限を
受ける状態にある学生

○学生の活動の範囲
授業、課外授業、学校行事への参加等、教育に関する全ての事項を対象
※�教育とは直接に関与しない学生の活動や生活面への配慮は、一般的な合
理的配慮として本検討の対象外とした。

合理的配慮の考え方
合理的配慮は、大学等が個々の学生の状態・特性等に応じて提供するもので
あり、多様かつ個別性が高いもの
→大学等において提供すべき合理的配慮の考え方を項目別に整理
主な記載内容
①機会の確保：�障害を理由に修学を断念することがないよう、修学機会を確

保することが重要。また、教育の質を維持することが重要。
②情報公開　：�障害のある大学進学希望者や学内の障害のある学生に対し、

大学等全体としての受入れ姿勢・方針を示すことが重要。
③決定過程　：�権利の主体が学生本人にあることを踏まえ、学生本人の要望

に基づいた調整を行うことが重要。
④教育方法等：�情報保障、コミュニケーション上の配慮、公平な試験、成績

評価などにおける配慮の考え方を整理。
⑤支援体制　：�大学等全体として専門性のある支援体制の確保に努めること

が重要。
⑥施設・設備：�安全かつ円滑に学生生活を送れるよう、バリアフリー化に�

配慮。� など

関係機関が取り組むべき課題
短期的課題
○各大学等における情報公開及び相談窓口の設置
・�各大学等は、受入れ姿勢・方針を明確に示し、広く情報を公開
することが必要。

・また、相談窓口の統一や支援担当部署の設置が必要。
○拠点校及び大学間ネットワークの形成
・�国は、優れた取組を実施し、近隣地域の大学の支援体制向上に
積極的に寄与する大学等を地域における拠点校として整備する
ことが重要。

中・長期的課題
関係機関が取り組むべき中・長期的課題について、以下のとおり�
整理
①大学入試の改善、②高校及び特別支援学校と大学等との接続の円
滑化、③通学上の困難の改善、④教材の確保、⑤通信教育の活用、
⑥就職支援等、⑦専門的人材の養成、⑧調査研究、情報提供、研修
等の充実、⑨財政支援

今後の取扱い・課題
○�全ての学生や教職員への理解促進・意識啓発を行うことで、各大
学等の受入れ体制の温度差をなくすことが重要であり、現時点に
おける一つの指針として活用されるよう本報告を取りまとめ。

○�今後、各大学等の状況等を踏まえ、大学等における種々の事例・
知見を蓄積しつつ、さらに具体的な検討を進めていくことが必要。

○�また、本報告で整理した合理的配慮の考え方についても、他の分
野における状況や支援技術の進展等に応じ、見直しを図ることが
必要。

○�その他、合理的配慮決定において合意されない場合の解決手段、
通学等の課題については、引き続き検討。

○�我が国の高等教育段階における障害のある学生の修学支援の在り方等について検討するため、平成24年6月、高等教育局長決定により「障がいの
ある学生の修学支援に関する検討会」（座長：竹田一則　筑波大学大学院人間総合科学研究科教授）を開催。

○�計9回にわたり検討を行い、（1）大学等における合理的配慮の対象範囲、（2）同合理的配慮の考え方、（3）国、大学等及び独立行政法人等の関係
機関が取り組むべき①短期的課題、②中・長期的課題などについて、同年12月に第一次まとめとして取りまとめ。

本報告（第一次まとめ）本文は、文部科学省ホームページ：http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/24/12/1329295.htm に掲載。
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表４　日本学生支援機構の取組①

表５　日本学生支援機構の取組②

【視覚障害】
◯点訳・墨訳
◯教材の拡大�等

【聴覚・言語障害】
◯パソコンテイク・ノートテイク
◯手話通訳�等

【肢体不自由】
◯教室内座席配慮
◯実技・実習配慮�等

【病弱・虚弱】
◯試験時間延長・別室受験�等

【発達障害】
◯注意事項等文書伝達
◯休憩室の確保
◯学習指導（履修・学習方法等）
◯社会的スキル指導
　（対人関係、自己管理等）�等

共通
学内の支援体制の整備に参考となる情報を
掲載
障害種別
各障害の特徴の説明や、支援が求められる
場面一覧、具体的な支援方法を掲載
関連情報
障害のある学生の支援に参考となるウェブ
サイトや図書等を掲載

「大学等における障害のある学生への支援・配慮事例」
WebサイトURL
http://jasso.go.jg/akusei/tokubetsu_shien/chosa_kenkyu/jirei/index.html
日本学生支援機構のHPにおいて、大学等の支援・配慮事例（視覚障害、聴覚・言
語障害、肢体不自由、病弱・虚弱、発達障害、精神障害の計188例）を紹介

「教職員のための障害学生修学支援ガイド」
WebサイトURL
http://www.jasso.go.jp/gakusei/tokubetsu_shien/guide_kyouzai/guide/index.html
障害のある学生の支援にあたり、支援の基本的な考え方や参考となる情報を掲載。
右図の冊子の他、日本学生支援機構のHPにも掲載。

支援の申し出を受けてからの
①学内の協議部署、②対応手順、
③支援内容、④学校の設置形態、
⑤学校規模、⑥支援体制
などを　記載

場面別索引（入試受験上の
配慮や授業支援など）で
知りたい事例をクリック！

障害種の詳細区分を
クリック！

※当該HPは、リニューアルにより
　一部変更されている場合があります。

※当該HPは、リニューアルにより
　一部変更されている場合があります。

・学内支援体制
・�組織フロー
チャート

・災害時の支援
・�障害学生修学支
援ネットワーク
事業

・�大学等に対する
財政支援

共　通 障害種別

・障害の説明
・場面一覧
・�支援例
　�（困難さと考え
られる支援）

・参考情報
・実際の支援・
　配慮事例

支
援
の
基
本
的
な
考
え
方

関　

連　

情　

報

……▶ ……▶ ……▶
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大
学
の
学
長
は
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
大
学
全
体

と
し
て
支
援
体
制
を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

障
害
学
生
の
支
援
を
専
門
に
行
う
担
当
部
署
の
設
置
及
び

適
切
な
人
的
配
置
（
専
門
性
の
あ
る
専
任
教
職
員
、
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
、
相
談
員
、
手
話
通
訳
等
の
専
門
技
術
を
有
す
る

支
援
者
等
）
を
行
う
ほ
か
、
関
係
部
署・

施
設
と
の
連
携
を

図
る
こ
と
。

　

第
三
者
的
視
点
に
立
ち
調
整
を
行
う
組
織
を
学
内
に
設
置

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　

各
大
学
内
の
資
源
の
み
で
は
十
分
な
対
応
が
困
難
な
場
合

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
必
要
に
応
じ
、
学
外
（
地
方
公
共
団
体
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
他
の
大
学
等
、
特
別
支
援
学
校
な
ど
）
の
教
育
資

源
の
活
用
や
障
害
者
関
係
団
体
、
医
療
、
福
祉
、
労
働
関
係

機
関
等
と
の
連
携
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
こ
と
。

・

学
生・

教
職
員
の
理
解
促
進・

意
識
啓
発
を
図
る
た
め
の
配
慮

　

障
害
の
あ
る
学
生
か
ら
の
相
談
は
担
当
部
署
に
対
し
て
行

わ
れ
る
と
は
限
ら
ず
、
日
常
生
活
や
学
習
場
面
に
お
い
て
様
々

な
困
難
が
生
じ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
周
囲
の
学
生
や
教
職
員

が
理
解
し
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
く
、
そ
の
理
解
促
進・

意

識
啓
発
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

・

情
報
公
開

　

各
大
学
は
、
障
害
の
あ
る
大
学
進
学
希
望
者
や
学
内
の
障

害
の
あ
る
学
生
に
対
し
、
大
学
等
全
体
と
し
て
の
受
入
れ
姿

勢・

方
針
を
明
確
に
示
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

各
大
学
が
明
確
に
す
べ
き
受
入
れ
姿
勢・

方
針
は
、
入
学

試
験
に
お
け
る
障
害
の
あ
る
受
験
者
へ
の
配
慮
の
内
容
、
大

学
構
内
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
状
況
、
入
学
後
の
支
援
内
容・

支
援
体
制
（
支
援
に
関
す
る
窓
口
の
設
置
状
況
、
授
業
や
試

験
等
に
お
け
る
支
援
体
制
、
教
材
の
保
障
等
）、
受
入
れ
実
績

（
入
学
者
数
、
在
学
者
数
、
卒
業・

修
了
者
数
、
就
職
者
数

等
）
な
ど
、
可
能
な
限
り
具
体
的
に
明
示
す
る
こ
と
が
望
ま

し
く
、
そ
れ
ら
の
情
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
掲
載
す
る
な

ど
、
広
く
情
報
を
公
開
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
掲
載
す
る
情
報
は
、
障
害
の
あ
る
者

が
利
用
で
き
る
よ
う
に
情
報
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
に
配
慮
す

る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

４　
最
後
に

　

以
上
、
示
し
た
よ
う
に
、
障
害
学
生
支
援
の
充
実
の
た
め
に
必

要
な
項
目
は
幅
広
く
、
現
場
の
担
当
教
職
員
に
と
ど
ま
ら
な
い
、

大
学
全
体
で
の
取
組
の
推
進
が
不
可
欠
で
あ
る
。
加
え
て
、
実
際

に
対
応
指
針
に
記
載
さ
れ
て
い
る
内
容
を
実
現
す
る
に
当
た
っ
て
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は
、
大
学
の
規
模
や
特
色
、
教
職
員
や
学
生
の
理
解
度
等
を
考
慮

の
上
、
当
該
大
学
に
必
要
な
措
置
、
対
応
を
速
や
か
に
講
じ
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
障
害
者
差
別
解
消
法
に
お
い
て
は
、
当
該
機
関
に
勤
務

す
る
職
員
が
事
務・

事
業
を
行
う
に
当
た
り
、
遵
守
す
べ
き
服
務

規
律
の
一
環
と
し
て
定
め
ら
れ
る
「
対
応
要
領
」
の
作
成
や
、
合

理
的
配
慮
の
提
供
の
取
扱
い
が
、
国
立
大
学
、
公
立
大
学
、
私
立

大
学
と
設
置
形
態
に
よ
り
異
な
っ
て
い
る
（
表
６
参
照
）。
と
は
い

え
、
対
応
指
針
で
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
同
種
の
事
業
が
行
政

機
関
等
と
事
業
者
の
双
方
で
行
わ
れ
る
場
合
に
は
、
双
方
の
事
業

の
類
似
性
を
踏
ま
え
た
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
私
立
大
学
で

あ
っ
て
も
、
国
公
立
大
学
で
あ
っ
て
も
、
教
育
を
担
う
機
関
と
し

て
相
応
し
い
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、

積
極
的
な
対
応
を
お
願
い
し
た
い
。

　

と
も
す
れ
ば
見
過
ご
さ
れ
が
ち
な
障
害
者
の
可
能
性
を
埋
も
れ

さ
せ
な
い
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
天
才
、
異
才
も
数
多
い
。
障
害

学
生
支
援
を
充
実
さ
せ
、
我
が
国
を
牽
引
す
る
障
害
学
生
を
社
会

に
輩
出
し
て
い
く
こ
と
は
、
大
学
に
求
め
ら
れ
る
極
め
て
重
要
な

使
命
と
言
え
よ
う
。
加
え
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化・

少
子
化
が
急
速

に
進
み
、
国
境
を
越
え
た
人
材
獲
得
競
争
が
激
化
し
て
い
る
中
、

障
害
者
差
別
解
消
法
の
施
行
を
一
つ
の
契
機
と
し
て
、
障
害
学
生

を
含
む
多
様
な
学
生
が
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
共
に
学
べ
る

魅
力
あ
る
大
学
作
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
も
重
要
な
視
点
で
あ
る
。

　
「
一
億
総
活
躍
社
会
」
の
実
現
に
向
け
、
関
係
者
が
一
丸
と
な
っ

た
取
組
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

表６　障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律の設置形態別の取扱い

不当な差別的
取扱いの禁止 合理的配慮 職員対応要領 事業者

対応指針

国
（含む文部科学省）

義務
（第7条1項）

義務
（第7条2項）

義務
（第9条1項）

所掌する分野に
ついて策定義務
（第11条1項）

地方公共団体
（含む公立大学）

義務
（第7条1項）

義務
（第7条2項）

努力義務
（第10条1項）

―
（※）

国立大学法人 義務
（第7条1項）

義務
（第7条2項）

義務
（第9条1項）

―
（※）

学校法人 義務
（第8条1項）

努力義務
（第8条2項） ― 対応指針

の対象

【基本方針（抜粋）】
基本方針に即して、国の行政機関の長及び独立行政法人等においては、当該
機関の職員の取組に資するための対応要領を、主務大臣においては、事業者
における取組に資するための対応指針を作成することとされている。地方公
共団体及び公営企業型以外の地方独立行政法人（以下「地方公共団体等」と
いう。）については、地方分権の観点から、対応要領の作成は努力義務とさ
れているが、積極的に取り組むことが望まれる。
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１
９
９
０
年
代
以
降
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
革
命
の
進

展
と
と
も
に
市
場・

産
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
起
こ
り
、
財・

サ
ー

ビ
ス
、
人
材
、
資
本
が
世
界
を
自
由
に
移
動
す
る
状
況
に
な
っ
た
。

一
方
、
わ
が
国
で
は
「
少
子
高
齢
化
」
の
波
が
押
し
寄
せ
、
将
来

に
お
け
る
国
内
需
要
の
減
少
や
産
業
の
空
洞
化
の
進
展
が
見
込
ま

れ
、
産
業
、
国
民
の
福
祉
な
ど
の
持
続
可
能
性
に
つ
い
て
危
惧
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
状
況
に
お
い
て
、
特
に
重
要
視
さ
れ
て
い
る
の

が
、
こ
れ
に
対
応
で
き
る
人
材
の
育
成
で
あ
る
。
国・
文
部
科
学

省
も
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
舞
台
で
活
躍
で
き
る
人
材
の
育
成
を
図
り
、

大
学
教
育
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
目
的
と
し
た
「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

育
成
推
進
事
業
」
を
推
進
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
高
等
教
育

の
国
際
競
争
力
を
強
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
「
ス
ー
パ
ー
グ

ロ
ー
バ
ル
大
学
創
成
支
援
」
な
ど
の
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

私
立
大
学
は
、
国
公
立
大
学
と
は
異
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
多
様

な
独
自
の
建
学
の
理
念
に
よ
っ
て
創
立
さ
れ
た
学
塾
で
あ
る
。
そ

の
た
め
、
特
定
の
問
題
に
対
し
て
も
一
律
の
解
答
で
は
な
く
、
多

様
な
解
決
を
探
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
持
つ
こ
と
が
、
社
会
的
使
命

だ
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
社
会・

世
界
の
情
勢
が
急
激
に
変

化
し
た
場
合
に
も
、
代
替
案
（
例
え
ば
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
観
）

を
用
意
し
提
示
で
き
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
点
に
つ
い
て
、
意
見
発
表
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
た
。

●
基
調
講
演

「�

グ
ロ
ー
バ
ル・

ニ
ッ
ポ
ン

―
国
際
社
会
に
お
け
る
日
本
人
の

強
さ
と
弱
さ
を
歴
史
か
ら
読
み
解
く
」

�

德
川 

家
広
氏
（
政
治
経
済
評
論
家
、
德
川
宗
家
19
代
）

　

家
康
は
大
坂
夏
の
陣
が
終
わ
っ
た
１
６
１
５
年
に
「
元げ

ん
和な

偃え
ん
武ぶ

」

を
宣
言
し
た
。
こ
れ
は
、
１
４
６
７
年
の
応
仁
の
乱
か
ら
１
５
０

年
近
く
続
い
た
国
内
の
戦
乱
が
終
結
し
、
太
平
の
世
の
中
が
訪
れ

渡
部 

直
樹
●
広
報・

情
報
部
門
会
議
（
フ
ォ
ー
ラ
ム
）
委
員
、
慶
應
義
塾
常
任
理
事

私
立
大
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
５ 

─
「
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
と
は
!?
」
総
括
（
福
岡
会
場
）
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た
こ
と
の
宣
言
で
あ
る
。
関
ケ
原
の
戦
い
を
経
て
生
き
残
っ
た
大

名
の
間
に
は
信
頼
関
係

―
「
Ｔ
ｒ
ｕ
ｓ
ｔ
」
と
「
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ａ
ｌ　

Ｃ
ａ
ｐ
ｉ
ｔ
ａ
ｌ
」
が
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
応
仁
の
乱
勃
発

か
ら
世
の
中
が
ま
と
ま
る
ま
で
に
１
５
０
年
も
要
し
た
理
由
は
、

日
本
が
貧
し
か
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
た
め
１
６
１
５
年
以�

降
、
日
本
で
は
各
地
で
土
地
を
開
拓
し
、
米
や
麦
を
栽
培
す
る
「
大

埋
め
立
て
時
代
」
が
始
ま
る
。
そ
の
結
果
、
最
初
の
１
０
０
年
間

に
日
本
の
人
口
は
、
２
０
０
０
万
人
か
ら
３
０
０
０
万
人
に
ま
で

増
加
し
た
。
ま
た
、
血

統
主
義
克
服
の
た
め
に

孔
子
の
『
論
語
』
が

人
々
の
間
で
読
ま
れ
る

よ
う
に
な
る
。
明
治
維

新
を
迎
え
、
士
農
工
商

の
身
分
制
度
が
解
消
さ

れ
た
時
に
大
き
な
混
乱

が
な
か
っ
た
の
は
、
そ

う
し
た
コ
ン
セ
ン
サ
ス

が
浸
透
し
て
い
た
か
ら

で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
今
日
、
地
球
的
規

德川家広氏
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模
で
経
済
活
動
を
行
う
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
が
急
速
に
進
行
し
て
い

る
が
、
先
進
国
と
途
上
国
の
間
に
は
厳
然
と
し
て
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ

る
。
両
者
を
分
か
つ
決
定
的
な
要
因
の
一
つ
が
「
Ｔ
ｒ
ｕ
ｓ
ｔ
」

と
「
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ａ
ｌ　

Ｃ
ａ
ｐ
ｉ
ｔ
ａ
ｌ
」で
あ
る
。途
上
国
は
治

安
が
不
安
定
で
、
国
民
の
信
頼
感
も
低
い
。
一
方
、
欧
米
各
国
は

キ
リ
ス
ト
教
会
の
活
動
を
ベ
ー
ス
に
信
頼
感
を
醸
成
し
て
き
た
。

日
本
も
、
幕
府
や
政
府
が
長
い
時
間
を
か
け
て
社
会
秩
序
や
信
頼

感
を
積
み
上
げ
て
き
た
。
途
上
国
の
大
半
は
も
と
も
と
欧
米
の
植

民
地
で
あ
り
、
植
民
政
策
に
よ
っ
て
信
頼
関
係
が
崩
れ
て
い
る
た

め
、
途
上
国
が
先
進
国
に
追
い
つ
く
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
、

欧
州
各
国
と
米
国
は
現
在
そ
れ
ぞ
れ
深
刻
な
難
民
問
題
に
直
面
し

て
お
り
、「
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ａ
ｌ　

Ｃ
ａ
ｐ
ｉ
ｔ
ａ
ｌ
」
の
低
下
に
つ
な

が
る
可
能
性
も
あ
る
。
先
進
国
の
中
で
唯
一
の
例
外
が
日
本
で
あ

り
、「
島
国
」
に
よ
っ
て
恵
ま
れ
た
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
あ
る
。
英
語
を

学
ぶ
こ
と
に
よ
る
「
日
本
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」
だ
け
で
は
な
く
、

内
外
の
人
材
を
引
き
寄
せ
、
外
国
人
に
日
本
語
を
学
ん
で
も
ら
う

「
世
界
の
日
本
化
」
も
グ
ロ
ー
バ
ル・

ニ
ッ
ポ
ン
の
方
向
性
と
し
て

あ
り
得
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

●
意
見
発
表
１

「�A
ll�about�the�S

chool�of�P
olitical�S

cience�and�
Econom

ics�M
eiji�U

niversity

」

�

大
六
野 

耕
作
氏
（
明
治
大
学
政
治
経
済
学
部
教
授
、　　
　
　
　
　
　

�

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
教
育
学
会
理
事・

副
会
長
）

　

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
は
、「
ど
こ
に
お
い
て
も
尊
敬
さ
れ
る
人

材
の
育
成
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
人
と
人
と
の
交
流
で
し
か
引
き

出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
従
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
の
特
質・

規
模
に
よ
り
で
き
る
こ

と
、
や
る
べ
き
こ
と
が

異
な
っ
て
く
る
。

　

以
前
の
明
治
大
学
政

治
経
済
学
部
は
、
海
外

留
学
に
関
す
る
個
別
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
バ
ラ
バ
ラ

な
状
況
で
、
実
に
「
内

向
き
」
な
学
部
で
あ
っ

た
。
そ
の
反
省
か
ら
、

２
０
０
７
年
に
教
職
員

に
よ
る
国
際
交
流
委
員

会
を
設
置
し
、
国
際
化

大六野耕作氏
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の
目
標
を
「
①
国
際
的
企
業
人
②
国
際
機
関・

Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
の
職

員
③
国
際
的
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
④
国
際
的
に
通
用
す
る
研
究
者
の

養
成
」
に
置
き
、
学
生
に
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
イ
メ
ー
ジ
さ

せ
る
よ
う
に
し
た
。
２
０
０
８
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
留
学
促
進
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
、
学
生
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
専
門
的
短
期
留
学・

学
部
間
協
定
留
学・
ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ
リ
ー
な
ど
の
高
度
な
留
学
を

実
践
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
導
入
以
降
、

単
位
修
得
を
伴
う
留
学
経
験
者
は
急
速
に
増
加
し
、
留
学
の
形
態

も
学
部
主
導
の
高
度
な
留
学
に
移
行
す
る
と
と
も
に
、
政
治
経
済

学
部
へ
の
留
学
生
も
増
加
し
た
。
大
切
な
こ
と
は
、
ま
ず

「H
ands-on

」
で
直
接
関
与
し
、
学
生
自
身
に
「
自
分
は
ど
う
な

り
た
い
か
」
を
気
付
か
せ
、
そ
の
後
「H
ands-off
」
で
自
立
を
促

し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
各
大
学
、
企
業
単
位
で
で
き
る

こ
と
に
は
限
界
が
あ
る
の
で
、
大
学
と
企
業
が
連
携
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
ろ
う
。

●
意
見
発
表
２

「�

グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
の
舞
台
で
活
躍
で
き
る
人
材
と
は
」

�

大
久
保 

幸
夫
氏

�

（
株
式
会
社
リ
ク
ル
ー
ト
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
専
門
役
員
、

�

リ
ク
ル
ー
ト
ワ
ー
ク
ス
研
究
所
所
長
）

　

現
在
の
企
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
降
、

国
内
市
場
に
見
切
り
を
つ
け
て
海
外
市
場
を
メ
イ
ン
に
展
開
し
よ

う
と
い
う
動
き
の
中
で
行
わ
れ
て
い
る
。
現
在
45
万
人
を
超
え
る

日
本
人
が
、
民
間
企
業
か
ら
派
遣
さ
れ
て
海
外
に
暮
ら
し
て
い
る
。

派
遣
さ
れ
る
駐
在
員・

派
遣
者
の
中
に
は
、
語
学
力
を
含
む
現
地

社
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
、
異
文
化
へ
の
適
応
力

が
乏
し
か
っ
た
り
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
欠
如
し
た
り
し
て
い
る

人
が
少
な
く
な
い
。
ま
た
、
日
本
国
内
に
お
い
て
も
外
国
人
と
の

接
点
が
増
加
し
、「
内
な

る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」
も

進
行
し
て
い
る
。
そ
の

一
方
、
わ
が
国
の
若
い

世
代
の
多
く
に
は
、
仕

事
に
対
す
る
選
択
肢
の

第
一
に
「
居
心
地
」
を

求
め
る
「
内
向
き
志
向
」

の
深
刻
さ
が
明
確
に

な
っ
て
い
る
。
そ
の
解

決
に
は
、
海
外
に
興
味

を
持
つ
機
会
を
つ
く

り
、
ま
ず
行
っ
て
み
た

大久保幸夫氏
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い
と
い
う
気
持
ち
を
起
こ
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
。「
内
向
き

志
向
」
に
な
る
原
因
の
一
つ
は
、
自
分
自
身
に
対
す
る
自
信
の
な

さ
で
あ
る
。
自
信
を
生
む
に
は
、
人
間
関
係
の
積
み
上
げ
と
、
や

り
切
っ
た
と
い
う
経
験
の
積
み
上
げ
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
他

人
と
は
違
う
自
分
ら
し
さ
を
認
識
す
る
こ
と
も
自
信
に
つ
な
が
る
。

自
信
が
生
ま
れ
る
と
、
他
人
を
見
る
目
に
対
す
る
自
信
が
生
ま
れ
、

ま
た
、
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
よ
う
と
い
う
自
信
に
も
つ
な
が
る
。

こ
の
自
信
を
学
生
に
身
に
付
け
さ
せ
る
プ
ロ
セ
ス
も
、
大
学
教
育

の
大
き
な
課
題
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
企
業
は
幅
広
い
知
識
を
持

つ
ゼ
ネ
ラ
リ
ス
ト
の
育
成
に
注
力
し
て
き
た
が
、
最
近
は
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
い
う
生
き
方
に
注
目
し
始
め
て
い
る
。
明
確

な
専
門
領
域
を
持
っ
た
上
で
真
剣
に
向
き
合
い
、
自
分
の
職
域
を

広
げ
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
自
律
と
自
己
責
任
、
職
業

倫
理
と
い
っ
た
プ
ロ
と
し
て
の
職
業
意
識
は
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
と

相
性
が
良
く
、
結
果
と
し
て
生
ま
れ
る
「
信
念
」
が
重
要
と
な
る
。

　

企
業
が
求
め
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
要
件
の
１
つ
目
は
、
基
礎

力
と
そ
の
延
長
に
あ
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
も
し
く
は
、
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
の
専
門
力
で
あ
る
。
２
つ
目
は
、
困
難

に
も
屈
し
な
い
強
い
心
。
言
い
換
え
れ
ば
、
自
信
、
そ
し
て
、
大

き
な
志
で
あ
る
。

●
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

�

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー・

本
田 

浩
一
氏

�

（
株
式
会
社
経
済
界�

経
営
企
画
室
室
長
、「
経
済
界
」
編
集
委
員
）

　

日
本
か
ら
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
が
続
々
出
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、

そ
れ
だ
け
「
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ａ
ｌ　

Ｃ
ａ
ｐ
ｉ
ｔ
ａ
ｌ
」
が
強
い
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
今
日
の
世
界
で
は
、
国
の
競
争
力
は
内
外
の
人

材
力
を
ど
れ
だ
け
引
き
寄
せ
ら
れ
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
（
德
川

氏
）。
成
功
体
験
は
、
次
の
自
信
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。
意
欲
の
あ

る
人
、
自
信
の
あ
る
人
を
ど
れ
だ
け
増
や
せ
る
か
が
重
要
だ
。
そ

の
た
め
に
は
、
大
学
か

ら
の
留
学
だ
け
で
な

く
、
い
ろ
い
ろ
な
道
筋

を
社
会
全
体
で
増
や
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
だ

（
大
六
野
氏
）。
自
分
の

仕
事
に
対
す
る
ロ
イ
ヤ

リ
テ
ィ
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
意

識
に
非
常
に
近
い
（
大

久
保
氏
）。

パネルディスカッションの様子
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「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
推
進
事
業
」
と
は
、
総
合
大
学
、
女
子

大
学
、
短
期
大
学
そ
れ
ぞ
れ
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
を
育
む
た
め

の
施
策
を
考
え
る
こ
と
だ
。
で
き
る
こ
と
を
着
実
に
実
践
す
れ
ば
、

目
標
に
近
付
い
て
い
く
は
ず
だ
が
、
そ
の
時
、
う
ま
く
方
向
性
を

与
え
ら
れ
る
人
材
の
有
無
が
重
要
だ
（
大
六
野
氏
）。
国
の
「
地
方

創
生
人
材
」
の
戦
略
策
定
に
携
わ
っ
て
い
る
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
と

ロ
ー
カ
ル
と
で
は
意
味
も
違
う
は
ず
な
の
に
、
こ
の
２
つ
の
差
が

よ
く
分
か
ら
な
い
（
大
久
保
氏
）。
地
方
創
生
の
鍵
は
、
地
方
自
治

体
の
人
が
直
接
世
界
に
目
を
向
け
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
れ
ま
で
は

霞
が
関
の
方
ば
か
り
向

い
て
き
た
（
德
川
氏
）。

　

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

は
、
人
材
を
生
か
す
側

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
問

題
で
あ
り
、
異
な
る
能

力
を
持
つ
人
た
ち
を
ど

う
生
か
し
て
い
く
か
と

い
う
こ
と
に
あ
る
が
、

日
本
人
は
得
意
で
は
な

い
。
プ
ロ
に
な
る
と
い

う
こ
と
は
、
興
味
の
あ

る
分
野
を
突
き
詰
め
る
こ
と
だ
（
大
久
保
氏
）。
短
期
留
学
に
は
学

部
が
補
助
し
、
中
期
留
学
の
場
合
は
「
認
定
入
学
」
扱
い
に
な
る
。

ま
た
危
機
管
理
シ
ス
テ
ム
に
加
入
し
、
留
学
保
険
も
整
備
し
て
い

る
（
大
六
野
氏
）。
親
が
で
き
る
こ
と
は
、
子
ど
も
を
突
き
放
す
こ

と
だ
。
自
己
決
定
の
力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
（
大
久

保
氏
）。
や
は
り
英
語
力
は
必
要
で
あ
る
。
英
語
の
書
籍
を
１
冊
読

破
す
る
と
、
自
信
が
付
い
て
英
語
力
の
ス
テ
ー
ジ
も
上
が
る
（
德

川
氏
）。
学
生
の
う
ち
に
海
外
へ
行
く
と
よ
い
。
そ
こ
で
何
か
興
味

を
持
っ
た
ら
、
そ
こ
を
切
り
口
に
い
ろ
い
ろ
深
掘
り
し
て
い
く
と
、

今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
、
見
え
な
か
っ
た
こ
と
が
見
え
て
く

る
（
大
久
保
氏
）。
失
敗
し
て
も
ト
ラ
イ
を
続
け
る
こ
と
が
大
切

だ
。
失
敗
し
た
経
験
も
あ
と
で
役
に
立
つ
（
大
六
野
氏
）。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
必
要
性
は
誰
も
が
認
識
し
て
い
る
が
、
そ

の
内
容
が
曖
昧
な
ま
ま
言
葉
だ
け
が
独
り
歩
き
し
て
い
る
。
今
回

は
、
コ
ン
セ
ン
サ
ス
も
あ
る
程
度
で
き
た
の
で
は
な
い
か
。
学
生

の
「
内
向
き
志
向
」
を
心
配
す
る
声
も
あ
る
が
、
最
終
的
に
決
断

し
行
動
す
る
の
は
、
志
を
持
っ
て
社
会
に
飛
び
出
す
学
生
自
身
で

あ
る
。
大
学
や
企
業
に
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
時
代
に
活
躍
で
き
る

人
材
の
育
成
に
向
け
て
さ
ら
な
る
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
こ
れ
か

ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
の
サ
ポ
ー
ト
を
期
待
し
た
い
。（
本
田
氏
）

パネルディスカッションの様子
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２
０
１
５
年
度
第
４
回
私
立
大
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
、
11
月
７
日

㈯
、
松
山
大
学
文
京
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
、
約
１
３
０
名
の
ご

参
加
の
下
、「
地
域
と
元
気
を
共
有
で
き
る
大
学
づ
く
り
」
を
テ
ー

マ
に
意
見
発
表
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

　

会
場
提
供
校
の
、
学
校
法
人
松
山
大
学
理
事
長・

松
山
大
学
学

長
村
上
宏
之
氏
の
ご
あ
い
さ
つ
の
後
、
本
日
の
司
会
進
行
役
で
あ

る
松
山
大
学
東
京
オ
フ
ィ
ス
長
の
髙
原
敬
明
氏
か
ら
、
意
見
発
表

者
と
し
て
、
葛
見
雅
之
氏
、
山
内
太
地
氏
、
柏
木
正
博
氏
が
紹
介

さ
れ
、
幕
開
け
と
な
っ
た
。

●
意
見
発
表
１

「
地
方
創
生
と
大
学
改
革
」

�

葛
見 

雅
之
氏

�

（
財
務
省
大
臣
官
房
総
合
政
策
課
専
門
官 　
　
　
　
　
　

�

兼
財
務
総
合
政
策
研
究
所
資
料
情
報
部・

調
査
統
計
部
）

　

日
本
が
抱
え
る
大
き
な
問
題
は
、
人
口
減
と
地
方
創
生
で
あ
る
。

人
口
減
に
よ
る
労
働
力
の
減
少
に
よ
っ
て
、
潜
在
成
長
力
が
弱
ま

り
、
国
際
的
プ
レ
ゼ
ン
ス
が
低
下
し
て
い
る
日
本
に
あ
っ
て
、
そ

の
再
生
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
は
若
者
で
あ
る
。
若
者
を
中
心
に
労
働

の
生
産
性
向
上
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
動
き
に
つ
な
げ
て
い
く
べ

き
で
あ
り
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
活
性
化
、
地
方
の
人
手
不
足
解
消

の
カ
ギ
も
若
者
が
握
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
若
者
を
４
年
間
預
か

る
「
知
の
拠
点
」
が
大
学
で
あ
る
。

　

企
業
が
大
学
に
期
待
す
る
の
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

に
加
え
、
判
断
力
、
分
析
力
、
説
得
力
、
問
題
発
見
力
な
ど
の
育

成
で
あ
る
。
ま
た
、
学
生
が
ぜ
ひ
身
に
付
け
て
ほ
し
い
の
は
、「
答

え
」
を
編
み
出
そ
う
と
す
る
力
や
、
高
度
な
専
門
性
教
育
で
あ
る
。

こ
う
し
た
教
育
は
、
大
学
在
学
期
間
だ
け
で
行
う
の
が
難
し
い
よ

う
で
あ
れ
ば
、
大
学
は
求
め
る
人
物
像
を
高
校
側
に
積
極
的
に
提

示
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

髙
原 

敬
明
●
広
報・

情
報
部
門
会
議
（
フ
ォ
ー
ラ
ム
）
委
員
、
松
山
大
学
東
京
オ
フ
ィ
ス
部
長

私
立
大
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
５ 

─
「
地
域
と
元
気
を
共
有
で
き
る
大
学
づ
く
り
」
総
括
（
松
山
会
場
）
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ま
た
、
大
学
改
革
の
担
い
手
の
本
流
は
、
学
長
と
職
員
で
あ
る
。

教
員
の
意
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
学
長
補
佐
な
ど
と
職
員
が
主
体
と

な
っ
て
改
革
の
実
行・

管
理・

運
営
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　

改
革
を
実
践
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
循�

環
の
緻
密
な
チ
ェ
ッ
ク
が
欠
か
せ
な
い
。
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
で
は
、
ヒ�

ア
リ
ン
グ
内
容
が
生
か
さ
れ
て
い
る
か
、
希
望
的
観
測
案
に
な
っ

て
い
な
い
か
。
Ｄ
Ｏ
で
は
、
形
式
的
な
実
践
に
留
ま
っ
て
い
な�

い
か
。
Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
で
は
、
Ｐ
の
問
題
か
Ｄ
の
問
題
か
の
確
認
。

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
で
は
、

深
度
あ
る
原
因
究
明
を

踏
ま
え
て
再
検
討
し
た

か
、
と
い
っ
た
項
目
に

留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
大
学
の
質

を
高
め
る
契
機
と
し

て
、
海
外
大
学
と
の
提

携
や
質
の
高
い
留
学
生

の
獲
得
と
い
っ
た
レ
ベ

ル
に
と
ど
ま
ら
ず
、「
英

語
」
と
い
う
ツ
ー
ル
を

有
効
に
活
用
し
て
、
海

葛見雅之氏
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外
、
特
に
ア
ジ
ア
諸
国
に
対
し
、
彼
ら
が
高
い
関
心
を
寄
せ
る
非

欧
米
型
日
本
型
モ
デ
ル
の
伝
達・

紹
介
な
ど
も
積
極
的
に
行
っ
て

い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

●
意
見
発
表
２

「
今
後
の
地
方
大
学
の
進
む
べ
き
道
」

�

山
内 

太
地
氏

�

（
一
般
社
団
法
人
大
学
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
所
所
長
）

　

人
口
減
少
が
進
み
、
消
費
が
減
少
す
る
日
本
で
は
今
ま
で
の
産

業
が
通
用
し
な
く
な
り
、
自
分
の
頭
で
考
え
て
行
動
す
る
新
し
い

「
自
分
な
ら
で
は
の
働
き
方
」
が
必
要
に
な
る
。
今
日
、
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
平
均
年
収
は
８
割
強
が
４
０
０
万
円
未
満
で
あ
る
。
ま
た
、

社
会
に
は
、
人
を
使
う
人
、
人
に
使
わ
れ
る
人
の
２
種
類
し
か
な

い
が
、
も
ち
ろ
ん
人
を
使
う
人
を
目
指
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
厳
し
い
現
実
を
踏
ま
え
、
高
校
時
代
か
ら
進
路
の
こ
と
を

真
剣
に
考
え
て
能
動
的・

協
調
的
な
学
習
習
慣
を
身
に
付
け
、
大

学
時
代
に
は
、
語
学
力
と
国
際
性
に
加
え
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ

ン
グ
な
ど
を
通
じ
て
、
社
会
で
必
要
と
さ
れ
る
力
（
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
問
題
発
見・

解
決
能
力
）
を
身
に
付
け

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　

新
し
い
流
れ
と
し
て
、
国
公
立
大
学
に
「
地
域
系
学
部
」
が
激

増
し
て
い
る
が
、
そ
の

多
く
は
法
学
部
の
代
替

に
過
ぎ
ず
、
一
般
教
養

の
人
文
系
と
、
法
律・

政
治・

経
済
系
の
教
員

を
集
め
て
地
域
学
と
名

乗
っ
て
い
る
に
過
ぎ
な

い
。
高
い
専
門
性
に

よ
っ
て
し
っ
か
り
地
域

に
根
付
く
よ
う
に
な
ら

な
い
と
、
教
育
学
部
の

教
員
免
許
取
得
を
卒
業

要
件
と
し
な
い
、
い
わ

ゆ
る
「
ゼ
ロ
免
」
の
二
の
舞
か
、
単
な
る
文
系
学
部
扱
い
で
、
さ

ら
な
る
再
編
の
可
能
性
も
あ
る
。

　

地
方
の
私
立
大
学
の
主
戦
場
は
、
進
学
率
県
内
ト
ッ
プ
の
一
番

手
高
校
で
も
、
推
薦
入
試
に
よ
る
大
学
進
学
、
短
大
や
専
門
学
校

へ
の
進
学
、
就
職
な
ど
多
彩
な
進
路
が
あ
る
三
番
手
高
校
で
も
な

い
。
一
番
手
高
校
に
は
及
ば
な
い
も
の
の
、
進
学
校
と
し
て
プ
ラ

イ
ド
が
高
い
「
二
番
手
高
校
」
で
あ
る
。

　

地
方
の
私
立
大
学
が
苦
戦
し
て
い
る
理
由
は
、
少
子
化
だ
け
で 山内太地氏
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な
く
、
二
番
手
高
校
の
生
徒
を
し
っ
か
り
獲
得
し
て
い
な
い
こ
と

に
あ
る
。

　

二
番
手
高
校
の
生
徒
の
主
た
る
進
路
志
望
は
、
文
系
の
場
合
、

公
務
員
、
教
員
、
銀
行
な
ど
の
、
い
わ
ゆ
る
地
域
エ
リ
ー
ト
で
あ

る
が
、
た
だ
、
安
定
を
求
め
る
従
来
型
の
地
域
エ
リ
ー
ト
だ
け
が

選
択
肢
で
は
な
い
。
こ
う
し
た
切
り
口
か
ら
二
番
手
高
校
の
プ
ラ

イ
ド
を
満
た
し
な
が
ら
、
仕
事
に
対
す
る
考
え
方
の
視
野
を
広
げ
、

高
い
専
門
性
に
よ
っ
て
、
し
っ
か
り
地
域
に
根
付
く
「
地
域
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
人
材
」
に
な
る
こ
と
の
重
要
性
を
具
体
的
に
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

　

こ
れ
か
ら
の
時
代
を
生
き
抜
く
に
は
、
広
い
視
野
、
高
い
専
門

性
、
豊
富
な
人
脈
と
い
っ
た
、
地
元
で
生
き
る
実
力
を
育
成
し
て

い
く
こ
と
に
地
方
の
私
立
大
学
の
活
路
が
あ
る
。

●
意
見
発
表
３

「�『
大
学
』
と
『
ま
ち
』
―
連
携
と
協
働
に
よ
る
地
域
創
生
の
可

能
性
」

�

柏
木�

正
博
氏

�

（
学
校
法
人
大
正
大
学
専
務
理
事
、　 　
　
　
　

�

大
正
大
学
地
域
創
生
学
部
開
設
準
備
室
学
監
、

�

大
正
大
学
地
域
構
想
研
究
所
副
所
長
）

　

地
域
経
済
は
、
雇
用

を
創
出
し
て
い
た
地
場

産
業
の
衰
退
に
加
え
て

過
疎
化
、
商
店
街
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
崩
壊
な

ど
、
多
く
の
地
域
課
題

が
山
積
し
て
い
る
。
東

日
本
大
震
災
以
降
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
他

地
域
と
の
つ
な
が
り
が

見
直
さ
れ
て
き
て
い
る

中
で
、
既
存
の
事
業
、

シ
ス
テ
ム
に
捉
わ
れ
ず

新
た
な
視
点
で
地
域
に
関
わ
り
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
的
発
想
で
地

域
創
生
を
行
う
地
域
人
材
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

現
在
の
社
会
状
況
を
踏
ま
え
、
大
正
大
学
は
、「
地
域
構
想
研
究

所
」
を
設
立
し
、
２
０
１
６
年
４
月
に
「
地
域
創
生
学
部
」
を
新

設
す
る
。
特
徴
は
、
地
方
の
学
生
を
引
き
受
け
て
、
４
年
間
鍛
え

て
地
域
に
送
り
返
す
点
に
あ
る
。
長
期
の
地
域
実
習
を
前
提
に
、

１
年
を
４
学
期
に
区
分
す
る
ク
ォ
ー
タ
ー
制
を
導
入
し
、
各
年
次

で
８
週
間
の
地
域
実
習
を
行
う
。
強
み
と
し
て
、
Ｔ
Ａ
（T

eaching�

柏木正博氏
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assistant

）
が
全
て
の
授
業
に
出
席
し
て
学
生
と
共
に
課
題
の
解

決
に
携
わ
る
こ
と
を
通
じ
て
、
問
題
解
決
力
の
育
成
を
目
指
す
。

　

大
正
大
学
は
、
地
域
人
の
行
動
と
実
践
を
実
質
的・

継
続
的
に

サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
、
豊
島
の
地
に
産
官
学
民
の
多
彩
な
主
体

が
参
加・

協
働
で
き
る
基
盤
構
築
を
計
画
し
て
い
る
。
地
域・

業
種

間
の
情
報
や
知
見
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
し
、
活
用
で
き
る
環
境
を
創

出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
し
、
新

し
い
視
点
か
ら
地
域
創
生
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

●
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

�

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー・

園
田 

雅
江
氏

�

（
社
会
保
険
労
務
士
法
人
人
的
資
源
研
究
所
代
表
社
員
）

　

全
国
の
高
校
生
の
中
で
、
い
わ
ゆ
る
困
難
校
で
出
会
う
生
徒
や

保
護
者
は
、
母
子
家
庭
、
貧
困
層
、
学
力
下
位
、
高
卒
で
就
職
す

る
若
者
で
あ
る
。
こ
の
見
え
な
い
半
分
へ
の
関
心
が
薄
い
ま
ま
、

上
半
分
の
エ
リ
ー
ト
た
ち
を
対
象
に
地
域
創
生
を
語
っ
て
も
問
題

解
決
に
な
ら
な
い
こ
と
を
認
識
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。

　

地
域
に
留
ま
る
か
海
外
に
出
る
か
、
と
い
う
区
分
け
は
極
端
す

ぎ
る
。
真
ん
中
に
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
東
京
が
あ
る
。
横
に

つ
な
が
る
仕
事
が
で
き
る
の
は
、
東
京
の
大
き
な
強
み
で
あ
る
。

　

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
は
人
間
力
の
形
成
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。�

す
ぐ
に
役
立
つ
実
学
も

大
事
だ
が
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
含
め

て
今
の
時
代
を
生
き
抜

く
力
を
育
む
リ
ベ
ラ
ル

ア
ー
ツ
も
必
要
だ
と�

思
う
。

　

若
者
の
地
元
志
向
だ

け
で
地
域
活
性
化
は
実

現
で
き
る
の
か
？　

外

か
ら
の
人
材
流
入
も
大

い
に
歓
迎
し
た
い
。
む
し
ろ
、
外
の
「
血
」
が
混
じ
る
こ
と
が
地

域
活
性
化
に
は
必
要
だ
。
例
え
ば
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
が
整
備
さ

れ
た
徳
島
県
神
山
町
と
い
う
過
疎
の
山
里
の
古
民
家
に
、
首
都
圏

の
Ｉ
Ｔ
系
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
相
次
い
で
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

を
開
き
、
若
者
が
移
住
し
て
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
地
域
が
活
性
化

し
た
。

　

高
大
連
携
だ
け
で
は
や
が
て
行
き
詰
ま
る
。
地
域
を
加
え
た
高

校
、
大
学
と
の
三
位
一
体
の
関
係
を
構
築
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る

が
、
三
者
が
本
業
以
外
の
面
で
疲
弊
し
な
い
よ
う
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な

ど
の
第
三
者
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
役
に
す
る
と
よ
い
。
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地
域
創
生
学
部
と
総
合
学
部
は
志
願
者
の
奪
い
合
い
に
な
ら
な

い
の
か
？　

今
後
、
全
国
の
大
学
に
「
地
域
系
学
部
」
が
増
え
る

可
能
性
は
高
い
。
そ
の
際
に
は
、
必
ず
自
分
の
大
学
の
既
存
学
部

と
ど
こ
が
違
う
の
か
、
明
確
な
強
み
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
と
い
っ

た
特
長
を
明
確
に
打
ち
出
し
、
棲
み
分
け
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
あ
る
。

　

地
域
と
元
気
を
共
有
で
き
る
大
学
づ
く
り
の
た
め
に
、
大
学
を

取
り
巻
く
関
係
者
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
大
学
の
果
た
す
べ
き

役
割
を
明
確
に
し
、
地
域
の
人
も
組
織
も
巻
き
込
み
つ
つ
、
学
生

自
身
に
主
役
の
一
端
を
担
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

　

キ
ー
ワ
ー
ド
は
社
会

人
教
育
で
あ
る
。
本
当

に
地
域
を
元
気
に
す
る

た
め
に
は
、
大
学
教
育

を
22
歳
で
終
了
す
る
の

で
は
な
く
、
生
涯
を
通

じ
て
地
域
に
必
要
と
さ

れ
る
大
学
に
な
ら
な
け

れ
ば
い
け
な
い
。
地
域

の
さ
ま
ざ
ま
な
人
を
巻

き
込
ん
で
、
大
学
の
リ

ソ
ー
ス
を
活
用
し
、
地
域
の
産
業
発
展
に
寄
与
し
て
い
く
こ
と
も

大
学
の
役
割
で
あ
る
。
ま
た
、
故
郷
愛
も
育
て
て
ほ
し
い
。
郷
土

愛
豊
か
な
若
者
が
増
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
創
生
の
土
壌
も

形
づ
く
ら
れ
て
い
く
と
考
え
る
。

　

地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
大
学
づ
く
り
は
、
私
立
大
学
だ
け
で

は
実
現
で
き
な
い
。
小
中
高
大
、
行
政
、
企
業
、
近
隣
地
域
、
首

都
圏
、
海
外
を
巻
き
込
ん
で
実
践
し
続
け
る
こ
と
の
大
切
さ
を
、

改
め
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
大
学
は
、
自
分
た
ち
の
学
生

を
育
み
、
応
援
す
る
だ
け
で
は
そ
の
果
た
す
べ
き
役
割
は
十
分
で

は
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
「
知
の
拠
点
」
だ
け
で
な
く
、「
地
域
貢
献
の
拠
点
」
と
し
て
、

世
界
や
近
隣
地
域
と
つ
な
が
り
な
が
ら
開
か
れ
た
大
学
と
し
て
バ
ー

ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
大
学
が
育
成
す

べ
き
人
材
は
、
自
分
の
頭
で
考
え
行
動
で
き
る
地
域
の
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
人
材
で
あ
っ
て
、
こ
の
点
に
生
き
残
り
を
か
け
た
特
色
あ

る
大
学
づ
く
り
が
問
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
地
域
創
生
に
は
、

大
学
と
地
域
の
「
連
携
と
協
働
」
が
カ
ギ
と
な
る
こ
と
を
、
大
正

大
学
の
取
り
組
み
事
例
を
通
じ
て
共
有
で
き
た
。

　

日
本
再
生
の
主
役
は
、
若
者
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
自

分
の
地
域
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
学
生
に
広
い
視
野
を
求
め
る
た
め

に
も
、
大
学
内
部
の
改
革
に
も
期
待
し
た
い
。
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２
０
１
５
年
度
第
５
回
私
立
大
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
12
月
５
日
㈯

午
後
、
関
西
大
学
を
会
場
に
２
０
０
名
の
参
加
者
を
得
て
開
催
さ

れ
た
。
開
催
校
を
代
表
し
て
楠
見 
晴
重
関
西
大
学
長
の
ご
あ
い
さ

つ
の
後
、
西
村 

枝
美
関
西
大
学
学
長
補
佐・

法
学
部
教
授
に
よ
る

司
会
の
下
、「
前
門
に
教
養
主
義
の
衰
退
、
後
門
に
反
知
性
主
義
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
３
名
の
意
見
発
表
と
そ
れ
に
基
づ
く
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

●
意
見
発
表
１

「
反
知
性
主
義
的
空
気
と
大
学
改
革
」

�

竹
内 

洋
氏
（
関
西
大
学
東
京
セ
ン
タ
ー
長
、　　

 

関
西
大
学・

京
都
大
学
名
誉
教
授
）

　

大
学
改
革
は
、
従
来
、
旧
文
部
省
の
「
命
令
権
力
」
と
大
学
の

「
か
わ
し
力・

横
領
力
」
の
対
抗
関
係
に
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
よ
い

が
、
現
在
は
補
助
金
な
ど
に
よ
る
文
部
科
学
省
の
「
誘
導
権
力
」

が
幅
を
効
か
せ
、
臆
面

な
き
上
か
ら
の
大
学
改

革
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
背
景
に
は
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
の

サ
バ
イ
バ
ル
競
争
の
危

機
意
識
が
あ
る
。
１
８

７
９
（
明
治
12
）
年
、

伊
藤
博
文
は
教
育
議
に

お
い
て
工
芸
技
術
百
科

の
学
を
広
め
る
よ
う
に

主
張
し
た
。
確
か
に
高

等
教
育
は
実
学
主
義
で

あ
っ
た
が
、
帝
国
大
学
誕
生
と
と
も
に
文
科
大
学
（
文
学
部
）
は

存
在
し
た
し
、
私
学
に
も
文
学
部
が
あ
り
、
法
学
部
や
経
済
学
部

原
田 

善
教
●
広
報・

情
報
部
門
会
議
（
フ
ォ
ー
ラ
ム
）
委
員
、
東
北
学
院
大
学
副
学
長

私
立
大
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
５ 

─
「
前
門
に
教
養
主
義
の
衰
退
、
後
門
に
反
知
性
主
義
」
総
括
（
大
阪
会
場
）

竹内 洋氏
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に
も
文
学
部
的
科
目
（
哲
学
、
歴
史
や
思
想
な
ど
）
が
あ
っ
た
。

法
学
部
や
経
済
学
部
の
卒
業
生
は
後
に
各
界
で
エ
リ
ー
ト
に
な
っ

て
い
っ
た
が
、
そ
う
し
た
学
部
の
卒
業
生
が
「
つ
ぶ
し
が
き
く
」

と
い
わ
れ
た
の
は
、
文
学
部
的
科
目
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

ま
た
、
こ
う
し
た
危
機
意
識
だ
け
で
大
学
改
革
が
起
こ
っ
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。
日
本
の
エ
リ
ー
ト
に
反
知
性
主
義
の
雰
囲
気

が
広
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
反
知
性
主
義
と
は
、
知
的
な
も
の

へ
の
嫌
悪
と
知
的
な
生
き
方
や
そ
れ
を
代
表
す
る
と
さ
れ
る
人
々

へ
の
攻
撃
で
あ
る
。
反
知
性
主
義
の
下
で
は
、
実
用
知
が
重
視
さ

れ
、
洞
察
知・

批
判
知
は
不
要
と
し
て
退
け
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と

は
、
例
え
ば
安
倍
首
相
の
「
学
術
研
究
は
ほ
ど
ほ
ど
に
し
て
、
こ

れ
か
ら
は
実
践
的
職
業
教
育
に
力
を
入
れ
る
」
と
い
う
発
言
に
現

れ
て
い
る
。

　

上
か
ら
の
大
学
改
革
政
策
は
、
大
政
翼
賛
会
的
大
学
改
革
と
な
っ

て
い
る
。
そ
れ
に
対
す
る
現
場
で
の
適
応
戦
略
は
、
数
合
わ
せ
的

な
大
学
改
革
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
在
り
方
で
は
「
大
学

改
革
は
成
功
し
た
が
大
学
は
死
ん
だ
」
こ
と
に
な
る
。
も
っ
と
、

よ
り
現
場
と
対
話
す
る
大
学
改
革
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

人
文・
社
会
系
の
教
育
は
大
切
で
、
学
部
教
育
の
多
く
は
教
養

教
育
で
あ
る
。
教
養
と
は
「
セ
ン
ス
」
の
素
と
し
て
存
在
す
る
。

セ
ン
ス
は
経
験
か
ら
学
ぶ
の
だ
が
、
広
い
意
味
の
教
養
か
ら
生
ま
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れ
て
い
る
。
ま
た
、
教
養
と
は
、
困
っ
た
と
き
に
ど
こ
を
調
べ
れ

ば
よ
い
か
が
分
か
る
優
れ
た
検
索
機
能
を
持
つ
道
具
箱
と
し
て
も

存
在
す
る
。
こ
の
２
つ
の
意
味
に
お
い
て
教
養
は
重
要
で
あ
る
。

今
の
大
学
改
革
の
時
間
は
ビ
ジ
ネ
ス（
工
業
）の
時
間
で
あ
り
、
短

期
的
に
効
率
性
が
重
視
さ
れ
て
い
る
が
、
教
育
は
農
業
の
時
間
で

あ
り
、
教
育
に
は
効
率
性
は
合
わ
な
い
。
根
本
的
に
は
、
教
育
改

革
を
ビ
ジ
ネ
ス
の
時
間
で
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。
大
学
改
革
を
効

率
的
に
や
る
こ
と
が
墓
穴
を
掘
る
こ
と
に
な
る
懸
念
が
あ
る
の
で
、

大
学
改
革
そ
の
も
の
を
評
価
す
る
と
い
う
視
点
が
大
事
で
あ
る
。

●
意
見
発
表
２

「
反
知
性
主
義

―
世
界
的
文
脈
と
日
本
的
特
徴
」

�

白
井 

聡
氏
（
京
都
精
華
大
学
人
文
学
部
専
任
講
師
）

　

こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
大
学
改
革
は
投
入
労
力
に
比
し
て
大

き
な
負
し
か
残
し
て
い
な
い
。
現
場
で
直
面
し
て
い
る
困
難
は
、

教
養
主
義
の
全
面
的
崩
壊
に
よ
っ
て
教
育
そ
の
も
の
が
困
難
に
な
っ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
学
ぶ
意
欲
の
喪
失
で
あ
る
。

　

今
日
の
日
本
社
会
に
は
反
知
性
主
義
が
蔓
延
し
て
い
る
。
反
知

性
主
義
と
は
、「
知
的
な
生
き
方
お
よ
び
そ
れ
を
代
表
す
る
と
さ
れ

る
人
々
に
対
す
る
憤
り
と
疑
惑
」
で
あ
り
、「
そ
の
よ
う
な
生
き
方

の
価
値
を
常
に
極
小
化
し
よ
う
と
す
る
傾
向
」
で
あ
る
。
そ
れ
は

知
的
な
も
の
に
対
す
る

無
関
心
で
は
な
く
、
よ

り
攻
撃
的
な
原
理
で
あ

る
。
反
知
性
主
義
は
愚

民
化
政
策
と
の
対
比・

類
似
で
語
ら
れ
る
が
、

愚
民
化
政
策
と
異
な

り
、
反
知
性
主
義
は
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
を
前
提
と

し
、
そ
れ
は
平
等
の
原

理
に
基
づ
き
、
発
言
権

の
平
等
に
拡
張
さ
れ

る
。
し
か
し
、
現
実
に

は
知
的
お
よ
び
富・

権
力
に
お
け
る
不
平
等
が
あ
り
、
そ
こ
に
は

不
正
が
あ
る
は
ず
だ
と
な
る
。
そ
こ
で
ル
サ
ン
チ
マ
ン
が
蔓
延
し
、

知
的
な
事
柄
全
般
が
本
当
は
役
に
立
た
な
い
と
い
う
意
識
を
広
げ

て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　

か
つ
て
一
億
総
中
流
と
呼
ば
れ
た
日
本
で
は
、
新
自
由
主
義
化

に
よ
っ
て
新
し
い
階
級
社
会
が
形
成
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
「
新
し

い
下
層
階
級
」
は
、
低
所
得
者
層・

低
学
歴
層
と
は
直
接
に
一
致

は
し
な
い
。
そ
れ
は
ハ
ビ
ト
ゥ
ス
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
階
級
で

白井 聡氏
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あ
る
。
そ
こ
で
、
反
知
性
主
義
は
こ
れ
ら
の
新
し
い
下
層
階
級
の

「
階
級
文
化
」
の
一
部
を
形
成
し
、
政
治
権
力・

経
済
権
力
は
こ
れ

を
支
持
基
盤
に
組
み
込
も
う
と
す
る
。

　

大
衆
を
愚
か
な
ま
ま
に
留
め
お
く
と
国
家
が
滅
ぶ
の
で
、
国
家

は
啓
蒙
す
る
。
現
代
は
国
家
と
啓
蒙
主
義
が
分
離
し
て
い
る
。
新

し
い
階
級
政
治
の
下
で
、「
み
ん
な
」
の
利
害
の
代
表
を
放
棄
し
、

下
層
階
級
を
代
弁
し
つ
つ
切
り
捨
て
る
と
い
う
こ
と
が
行
わ
れ
る
。

つ
ま
り
、
統
治
手
段
と
し
て
反
知
性
主
義
が
不
可
欠
と
な
り
、
啓

蒙
主
義
者
と
し
て
の
近
代
国
家
の
役
割
が
放
棄
さ
れ
て
い
る
。
啓

蒙
主
義
の
放
棄
は
、
学
問
に
お
け
る
「
人
間
性
の
探
究・

完
成
」

と
い
う
高
邁
な
理
念
を
、
建
前
と
し
て
も
放
棄
し
た
こ
と
を
意
味

す
る
。
人
文
学
の
衰
退
、「
人
間
」
の
終
焉
で
あ
る
。

　

以
上
の
こ
と
は
世
界
的
に
観
察
さ
れ
る
こ
と
だ
が
、
日
本
的
反

知
性
主
義
は
、
社
会
内
在
的
な
敵
対
性
の
否
認
に
あ
る
。
日
本
は

家
族
国
家
で
あ
り
、
政
治
犯
な
ど
否
定
的
な
も
の
は
あ
り
え
な
い

と
敵
対
性
を
否
認
す
る
こ
と
が
伝
統
的
な
文
化
と
な
っ
て
い
る
。

社
会
内
在
的
な
敵
対
性
を
否
認
す
る
日
本
社
会
は
、
弁
証
法
的
生

成
の
原
理
を
欠
い
た
国
家
社
会
で
あ
る
。
そ
う
し
た
社
会
は
停
滞

す
る
。
否
定
的
な
も
の
の
否
認
が
世
界
に
お
い
て
全
般
的
文
化
モ
ー

ド
と
な
っ
て
い
る
。
世
界
に
お
け
る
否
認
先
進
国
と
し
て
の
日
本

に
お
い
て
こ
そ
、
閉
塞
か
ら
の
脱
出
口
を
積
極
的
に
求
め
て
い
く

べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
る
も
の
が
教
養
主
義
で
あ
る
。

●
意
見
発
表
３

「
反
知
性
主
義
と
大
学
に
お
け
る
教
養
」

�

森
本 

あ
ん
り
氏
（
国
際
基
督
教
大
学
学
務
副
学
長
）

　

反
知
性
主
義
と
は
、
単
な
る
「
知
性
へ
の
反
発
」
で
は
な
く
「
既

存
の
」
知
性
へ
の
反
発
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
古
い
知
の
体
制
に
挑

戦
し
、
新
た
な
知
の
誕
生
を
促
す
「
反
権
威
主
義
」
で
あ
る
。
反

知
性
主
義
は
ポ
ピ
ュ
リ

ズ
ム
を
基
盤
と
し
大
衆

人
気
に
裏
打
ち
さ
れ
て

上
昇
す
る
が
、
峠
を
越

え
る
と
急
激
に
落
ち
て

い
く
と
い
う
上
下
運
動

を
繰
り
返
し
な
が
ら
、

社
会
を
変
革・

再
創
造

す
る
。
そ
れ
は
キ
リ
ス

ト
教
の
リ
バ
イ
バ
リ
ズ

ム
と
よ
く
似
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た

改
革
の
力
が
最
も
働
き

森本あんり氏
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に
く
い
の
が
大
学
と
い
う
組
織
で
あ
る
。
大
学
改
革
の
困
難
さ
に

つ
い
て
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
（
元
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
学
長・

米
国
大

統
領
）
は
「
大
学
改
革
は
墓
地
の
移
転
よ
り
難
し
い
」
と
言
っ
た
。

米
国
の
反
知
性
主
義
者
の
ヒ
ー
ロ
ー
で
大
リ
ー
グ
の
野
球
選
手
だ
っ

た
ビ
リ
ー・
サ
ン
デ
ー
は
大
衆
伝
道
者
と
な
っ
た
が
、
自
分
の
説

教
を
非
難
さ
れ
た
と
き
、「
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
」
で
は
な
く
「
ハ
ー

バ
ー
ド
主
義
」
に
反
対
し
た
。
知
性
の
越
権
行
為
、
知
性
と
権
力

の
結
託
へ
の
反
対
で
あ
る
。
反
知
性
主
義
と
は
、
こ
う
し
た
知
性

の
固
定
化
へ
の
反
逆
で
あ
る
。
米
国
の
反
知
性
主
義
の
駆
動
力
は

「
平
等
」
理
念
で
あ
る
。
理
念
は
幻
想
で
し
か
な
い
と
は
い
え
、
そ

れ
は
独
立
宣
言
の
論
理
で
も
あ
る
。
奴
隷
制
や
黒
人
差
別
へ
の
反

対
な
ど
は
平
等
を
旗
印
に
し
て
い
る
。
嫌
悪
す
べ
き
親
の
七
光
り

で
は
な
く
誰
も
が
ゼ
ロ
か
ら
の
出
発
で
あ
り
、
公
平
に
機
会
を
与

え
ら
れ
自
助
努
力
で
の
し
上
が
る
か
ら
、「
ア
メ
リ
カ
ン・
ド
リ
ー

ム
」
と
な
る
。

　

で
は
、
知
性
と
は
何
か
。
人
工
知
能
が
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、

知
能
と
知
性
は
違
う
。
知
能
は
動
物
や
機
械
に
も
用
い
ら
れ
る
が
、

知
性
は
人
間
に
し
か
用
い
な
い
。
知
能
犯
は
い
る
が
知
性
犯
は
い

な
い
。
つ
ま
り
、
知
性
と
は
単
な
る
認
識
力
や
分
析
力
で
は
な
く
、

自
己
へ
の
振
り
返
り
の
能
力
の
こ
と
で
あ
る
。
大
学
教
育
が
求
め

る
知
と
は
知
性
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

日
本
の
伝
統
に
お
け
る
「
教
養
」
の
位
置
付
け
は
、
実
学
優
先

が
昔
か
ら
の
潮
流
で
あ
る
。
戦
後
日
本
の
大
学
制
度
は
、
専
門
知

が
分
断
さ
れ
て
国
家
理
性
に
従
属
し
て
し
ま
っ
た
反
省
の
上
に
成

立
し
た
は
ず
だ
が
、
新
た
に
導
入
さ
れ
た
総
合
知
と
し
て
の
教
養

と
い
う
概
念
は
な
か
な
か
理
解
さ
れ
ず
、
新
制
大
学
は
そ
れ
を
専

門
教
育
の
手
前
に
あ
る
お
荷
物
の
よ
う
に
扱
っ
て
き
た
。
い
ま
や

日
本
の
大
学
教
育
は
深
刻
な
状
況
に
あ
り
、
抜
本
的
見
直
し
、
改

革
は
不
可
欠
で
あ
る
。
ま
た
、
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
（
教
養
教
育
）

は
文
系
で
は
な
い
。
そ
れ
は
人
格
の
基
底
に
あ
る
倫
理
性
や
、
自

分
の
行
動
を
倫
理
的
に
判
断
す
る
力
を
養
う
「
歴
史
の
転
轍
手
」

（
大
塚
久
雄
）
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

米
国
の
ト
ッ
プ
企
業
経
営
者
が
大
学
教
育
に
求
め
る
も
の
も
こ

う
し
た
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
だ
が
、
日
本
の
大
学
や
企
業
の
採
用
担

当
者
は
、
学
生
の
倫
理
的
な
判
断
力
へ
の
関
心
が
低
い
。
だ
が
、

相
次
ぐ
企
業
の
不
正
問
題
を
目
に
す
る
た
び
に
、
人
格
的
な
倫
理

性
を
備
え
た
教
養
こ
そ
が
現
代
社
会
に
必
要
な
知
性
で
あ
る
こ
と

を
痛
感
す
る
。
教
養
と
は
、
人
が
手
に
入
れ
る
知
識
の
何
か
で
は

な
く
、
そ
の
知
識
を
手
に
入
れ
た
人
の
人
格
に
深
く
影
響
を
与
え

る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
知
は
、
自
ら
の
存
在
を
揺
さ

ぶ
る
実
存
の
問
い
に
直
面
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
辛
く
も
得
ら
れ
る

も
の
で
あ
る
。
世
界
に
自
己
を
倫
理
的
に
定
位
し
、
決
断
に
際
し
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て
考
慮
す
べ
き
選
択
肢
を
見
据
え
、
帰
結
の
広
が
り
を
推
し
量
り
、

自
己
の
言
葉
や
行
為
に
責
任
を
持
つ
。
そ
の
と
き
、
人
は
己
の
可

能
性
と
限
界
を
知
る
。
教
養
と
は
、
こ
う
し
た
自
己
へ
の
振
り
返

り
の
能
力
を
身
に
付
け
た
知
性
で
あ
る
。

●
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー・
西
村 

枝
美
氏
（
関
西
大
学
法
学
部
教
授
）

　

３
氏
の
意
見
発
表
の
後
、
フ
ロ
ア
か
ら
の
質
問
に
答
え
る
形
で

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
た
。
紙
幅
が
尽

き
た
の
で
、
論
点
だ
け

を
紹
介
し
、
結
び
と
す

る
。
①
反
知
性
主
義
が

生
ま
れ
た
理
由
は
何
か

②
新
し
い
下
層
階
級
の

実
態
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
③
今
、
本
当
に
求

め
ら
れ
て
い
る
大
学
改

革
と
は
何
か
④
大
学
が

事
な
か
れ
主
義
に
走
る

背
景・

理
由
は
何
か
⑤

大
学
の
教
養
教
育
と
専

門
教
育
の
役
割
の
違
い

は
何
か

―
な
ど
。
ち

な
み
に
、
④
は
参
加
し

た
学
生
か
ら
の
問
い
で

あ
っ
た
。

　

大
学
関
係
者
、
学
生
、

市
民
が
参
加
し
た
フォ
ー

ラ
ム
と
な
り
、
高
等
教

育
機
関
と
し
て
の
大
学

に
ふ
さ
わ
し
い
、
充
実

し
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

あ
っ
た
。
大
学
改
革
に

は
さ
ま
ざ
ま
な
力
学
が
働
い
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
反
知
性
主

義
の
雰
囲
気
の
蔓
延
が
あ
り
、
実
学
志
向
の
高
ま
り
と
と
も
に
教

養
の
衰
退
の
高
進
が
あ
る
。
そ
う
し
た
中
で
、
日
本
の
大
学
生
の

約
８
割
を
育
て
て
い
る
私
立
大
学
が
、
自
ら
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ

い
て
変
貌
す
る
社
会
と
ど
の
よ
う
に
向
き
合
い
、
内
発
的
に
自
己

を
改
革
し
て
い
く
べ
き
か
、
ま
さ
に
そ
れ
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
意
味
で
多
く
の
こ
と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
機
会
で
あ
っ
た
。

参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
思
い
を
新
た
に
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

ディスカッションの様子

ディスカッションの様子
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